
　論　　　説
清代外モンゴルのセチェン・ハン部
　　における盟界画定の経緯 ･･････････････････････････････････････････････ 朝魯孟格日勒 （　1　）
　　――牧地紛争に関する公文書を手掛かりに――

　紹　　　介
猪飼隆明著『近代日本におけるハンセン病
　　政策の成立と病者たち』 ･･････････････････････････････････････････････････････ 扈 　 素 妍 （　95　）

　研究動向
ブルーノ・タウトに関する研究の動向 ････････････････････････････････････ 北 村 昌 史 （　67　）

　研究ノート
雲叔玄龍 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 林 　 晃 弘 （　29　）
　　――豊臣秀頼に仕えた薩南学派の僧――

荘園景観の文化財化をめぐる価値づけと地域住民 ････････････････ 桑 林 賢 治 （　43　）
　　――重要文化的景観「日根荘大木の農村景観」を事例に――
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